
皿
被
災
地
援
助
へ
出
発

九州
　
九
州
豪
雨
の
緊
急
援
助

の
た
め
、
県
内
の
医
療
関

係
団
体
や
自
治
体
な
ど
の

チ
ー
ム
が
６
日
、
現
地
へ

向
け
て
相
次
い
で
出
発
し

た
。
深
刻
な
被
害
が
発
生

自
治
体
職
員
や
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

し
て
い
る
福
岡
県
朝
倉
市

を
中
心
に
支
援
や
救
助
に

当
た
る
。
　
（
１
面
関
連
）

　
災
害
支
援
に
関
す
る
連

携
協
定
を
結
ぶ
総
社
市
と

国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
物
資
を
積
み
込
む
合
同
支
援
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ

ー
＝
総
社
市
役
所

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・
岡
山

市
）
は
市
職
員
２
人
と
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
調
整
員
、
赤
磐
市

か
ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
出
向
し

て
い
る
理
学
療
法
士
の
計

４
人
を
派
遣
し
た
。
現
地

で
総
社
市
の
環
境
観
光
大

使
を
務
め
る
登
山
家
野
□

健
さ
ん
の
事
務
所
メ
ン
バ

ー
ー
人
も
合
流
す
る
。

　
総
社
市
役
所
で
あ
っ
た
一

出
発
式
で
は
、
同
市
の
ｍ
二

中
博
副
市
長
と
赤
磐
市
の
・

友
実
武
則
市
長
が
「
一
人
・

で
も
多
く
の
被
災
者
に
寄
一

り
添
い
、
復
興
に
向
け
力

を
尽
く
し
て
ほ
し
い
」
と

激
励
。
飲
料
水
や
紙
お
む

つ
な
ど
の
物
資
を
ワ
ゴ
ン

車
に
積
み
込
み
出
発
し

た
。
理
学
療
法
牢
五
宅

孝
士
さ
ん
は
「
現
地
の
状

況
を
正
確
に
つ
か
み
、
住

民
の
不
安
を
少
し
で
も

軽
減
で
き
れ
ば
」
と
話
し

た
。

　
岡
山
市
消
防
局
は
緊
急

消
防
援
助
隊
の
指
揮
支
援

隊
１
隊
（
４
人
）
を
朝
倉

市
に
送
り
、
現
地
の
災
害

対
策
本
部
で
安
否
不
間

者
の
捜
索
と
い
っ
た
活
動

の
指
示
な
ど
に
当
た
っ
て

い
る
。
県
は
消
防
隊
員
ら

７
人
を
乗
せ
た
消
防
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
き
び
」
、

を
出
発
さ
せ
、
朝
全
市
を

中
心
に
救
急
搬
送
、
救
助

活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
一
方
、
備
前
市
は
被
害

を
受
け
た
大
分
県
日
田
市

へ
の
支
援
を
検
討
す
る
緊

急
会
議
を
市
役
所
で
開

き
、
同
市
の
要
請
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
る
こ
と
を
申
し
合

わ
せ
た
。
関
市
は
旧
関
谷

学
校
な
ど
で
構
成
す
る

　
「
近
世
日
本
の
教
育
遊
吟

群
」
の
縁
で
交
流
が
あ
る
。
一
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